
再評価結果（平成２５年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道･防災課

担当課長名： 三浦 真紀

事業名 地域高規格道路 鳥取豊岡宮津自動車道 事業 事業

一般国道１７８号 岩美道路 区分 一般国道 主体 鳥取県

起終点 自:鳥取県岩美郡岩美町陸上 至：鳥取県岩美郡岩美町本庄 延長 ５．７km

事業概要

鳥取豊岡宮津自動車道は鳥取県鳥取市から京都府宮津市へ至る延長１２０kmの地域高規格道路である。

岩美道路は鳥取豊岡宮津自動車道の一部を構成し、山陰自動車道及び中国横断自動車道姫路鳥取線と一体

となって広域幹線道路ネットワークを形成する延長５．７kmの２車線バイパスである。

平成２０年度事業化 平成２１年度都市計画決定 平成２２年度用地着手 平成２２年度工事着手

全体事業費 ２６４億円 事業進捗率 １４％ 供用済延長 ０km

計画交通量 ７，６００～１３，２００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) 1.6 199/236億円 371/371億円 平成２４年

事 業 費： 195/232億円 走行時間短縮便益： 305/305億円

(残事業) 1.9 維持管理費： 4/4億円 走行経費減少便益： 53/53億円

交通事故減少便益： 13/13億円

感度分析の結果

（事業全体）交通量 ：B/C=1.5 ～1.7 (交通量 ±10%) （残事業）交通量 ：B/C=1.8～2.0 (交通量 ±10%)

事業費 ：B/C=1.4 ～1.8 (事業費 ±10%) 事業費 ：B/C=1.7～2.1 (事業費 ±10%)

事業期間：B/C=1.5 ～1.7 (事業期間±20%) 事業期間：B/C=1.8～2.0 (事業期間±20%)

事業の効果等

・山陰道及び中国横断自動車道姫路鳥取線と北近畿豊岡自動車道と一体となった広域的な高速道路ネット

ワークを形成

・世界ジオパークネットワークに加盟した山陰海岸ジオパークを代表とする恵まれた自然と点在する観光

拠点を結び広域周遊型観光を促進

・鳥取県東部・兵庫県但馬・京都府北部の３地方生活圏の連携と地域活性化に寄与

・通過交通と生活交通を分離することで死傷事故の低減が見込まれる。

・交通渋滞の緩和により損失時間が削減され、CO2排出量の削減が見込まれる。

・緊急輸送道路としての機能の強化するとともに緊急車両到達時間を短縮し、要救護者の救命率向上に寄

与する

関係する地方公共団体等の意見

鳥取県東部地方生活圏と兵庫県但馬地方生活圏の連携強化、地域開発事業の支援が期待される本事業に

対して、地元の期待は大きく、整備を促進し、早期にネットワークの形成を実現するために必要な連絡、

調整及び要望活動を行うために京都府知事を会長とする「山陰近畿自動車道整備促進協議会（鳥取豊岡宮

津自動車道整備推進協議会から名称変更）」が設立されている。

・鳥取豊岡宮津自動車道整備促進大会開催（平成１９年１０月１３日（豊岡市））

主催：三府県及び沿線１２市町 出席者：国土交通省谷口技監ほか

・山陰近畿自動車道サミットin東京開催（総決起大会）（平成２５年１月２５日（東京都）

主催：三府県及び沿線１２市町 出席者：石破自民党幹事長、赤澤国土交通大臣政務官、谷垣法務

大臣ほか

事業評価監視委員会の意見

当該道路の完成により通過交通の利便性、地域住民の安全や安心の向上を図るとともに地域活性化につ

ながる基幹道路となること、今後の整備にあたり環境への配慮も考慮される計画であること等も確認した

結果、継続が妥当と判断した。

事業完成の遅延は便益の発現を遅らせるばかりでなく、低減させることにもなることから、特に地域の

幹線道路となる岩美道路等について、今後とも円滑に事業を進め、より早期の事業完成に努力していただ

きたい。



事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

平成２５年３月には鳥取自動車道姫路鳥取線が全線開通予定

隣接する国道９号駟馳山バイパスが平成２５年度に供用予定

事業の進捗状況、残事業の内容等

平成２０年度に事業化され、用地進捗率４１％、事業進捗率１４％となっている。

現在、駟馳山バイパスと隣接する西工区（L=1.9km）を重点的に整備しており、３箇年工事国債により

トンネル工事を実施中である。今後着手する東工区（L=3.8km）も橋梁やトンネルの構造物が中心工事と

なる。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

引き続き事業が順調に進んだ場合、平成２７年度に西工区の部分供用を予定している。

東工区の用地買収にも今後着手し、早期の全線供用を目指す。

施設の構造や工法の変更等

中央分離帯の構造を簡易分離方式から完全分離方式に変更し、正面衝突事故の防止を図った。

残土処分場の独自確保により、残土処分に係るコスト縮減を図る予定としている。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を踏まえると、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないものと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
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